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集団艶窯とその義本的対策
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現在の我園の医学教育は専門化ヲ細分化され,か一つ貰乱丁

をこ代表されるように,治療蘭では-一成の愚者をこ対Lて多

くの医師,技師が療如し,かつ臨床検査デ-顔-が蚤牽

視されている学Lたがって一時に多数の死傷者が発生す

るような集団実施害時に.遜蜘な対処が縫う来る医師はきわ納

て限られており苧いわゆる集団災害医学教背約立ちおく

れは著しい肝

ここでは集団災害対策U〕ごく基本的な対処についてふ

さ∵上い.

まずチ集団災害 脇息saste再 とは通常の医療能力をは

るかをこ超えた数の死傷番がほぼ同時に発生した畷倉をい


